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nocturnal hemoglobinuria: PNH) 形質の血球 (PNH型血





  Understanding the molecular mechanisms of acquired aplastic anemia: 
Toward development of biomarkers for diagnosis and optimal treatment










　PNHとAAを鑑別するためには，抗 CD55 抗体と抗 59 
抗体などの抗 GPI アンカー膜蛋白抗体を用いた通常の
フローサイトメトリーで十分である．ただし，従来の方





























































　そこで，前者 (症例1) のSLIT1 DNA増幅産物をサブク
ローニングしたところ，変異クローンが占める全白血球
中の割合は35%であった．蛋白質構造解析を行ったとこ




























































て有意に長く (37か月vs 8か月 )，MDS/AMLへの移行も
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趣味：将棋
今後の抱負：今後も金沢大学ならびに十全医学会の発展に微力ながら貢献していきたいと存
じます．
 98 
